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ແ
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ແ
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ࣗ
༝
民
ओ
ౘ
議
һ
ஂ

新
区

所
૭
ޱ
α
ー
Ϗ
ス
検
౼
は
３
年
間
で

８
５
０
０
万
円
を
業
務
委
託
し
ま
し
た
が
、

政
策
立
Ҋ
、
事
業

理
に


が
あ
り
成
果

が
見
え
ま
ͤ
Μ
。
さ
ら
に
、
一
ࡢ
年
11
月
に

は
区
長
の
ಠ
அ
で
、
ฏ
和
の

公
園
３
０
０

̼
ト
ラ
ッ
ク
の
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
工
事

内
容
の
変
更
を
ࢼ
み
る
も
Կ
も
変
え
ら
れ
ͣ

に
工
事
は
࠶
開
し
、
݁
果
、
３
か
月
間
の
工

事
中
அ
に
よ
り
、
４
５
０
０
万
円
の
無
ҙ
ຯ

な
経
費
が
か
か
り
、
開
園
も

れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
Ւ
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、
ࠓ
ޙ
の
財
政

運
営
は
大
変
に
ݫ
し
い
ঢ়
گ
で
す
。
ど
Μ
な

に
ۤ
し
͘
と
も
҆
қ
な
区
民
α
ー
Ϗ
ス
の
Χ

ッ
ト
に

ら
ͣ
、
区
民
の
生
׆
を
क
る
こ
と

は
行
政
の

務
と
ߟ
え
ま
す
。
ෆ
அ
の

ྗ

で
改
ળ
す
る
こ
と
を
ڧ
͘
ٻ
め
ま
す
。

　
こ
の
度
の
中
野
区
の
財
政
ඇ
ৗ
事
ଶ
は
、

私
た
ち
の
࠶
ࡾ
の
ࢦ
ఠ
に
ࣖ
を
ି
さ
ͣ
に
、

無
ବ
な
事
業
を
実
施
し
、
財
務
規

を
ݎ
࣋

で
き
な
か
ỳ
た
２
年
間
の
ࣦ
政
に
よ
り
起
こ

さ
れ
た
と
ݴ
え
ま
す
。
ञ
Ҫ
区
政
は
、
ॳ
の

予
算
で
一
般
財
ݯ
規

を
６
９
０
億
円
か
ら

2�
億
円
増
、
翌
年
度
に
��
億
円
増
額
し
、
こ

の
２
年
間
の
์
ອ
経
営
で
��
億
円
の
支
出
が

増
加
。
ݫ
し
い
財
政
規

を
ݎ
࣋
し
て
い
れ


コ
ロ
ナ
Ւ
に
よ
る
急
ܹ
な
財
政
の
ひ
ỳ
ഭ

は
な
か
ỳ
た
と
չ
や
ま
れ
ま
す
。

　
令
和
ݩ
年
度
決
算
で
は
、
事
業
委
託
調
査

等
に
一
年
間
で

１
４
１
億
円
が
注
͗
込
ま

れ
、
ଟ
͘
の
無
ବ
が
生
じ
ま
し
た
。
特
に
シ

テ
ỹ
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
事
業
ủ
中
野
大

き

ナ
Χ
ϊ
さ
Μ
Ứ
は
２
年
間
で
４
６
０
０
万
円
、

令和元年度決算に対する

֤ձͷ
ղݟ

۠
ຽ
ੜ
׆
Λ
क
Δ
త
֬
ͳ
ࡒ

ӡ
Ӧ
Λ
ਤ
Ε

ެ
໌
ౘ
議
һ
ஂ

籍
住
民
、
学
校
教
育
、
հ
護
保
険
な
ど
ଟ
͘

の
֤
分
野
に
ଟ
大
な
ଛ
害
を
ඃ
ỳ
た
が
、
こ

れ
ま
で
シ
ス
テ
ム
障
害
の
防
止
対
策
の
検
ূ

も
ͤ
ͣ
、
ᐆあ

い
ま
いດ

に
し
て
き
た
区
の


は
ॏ

い
。
ま
た
区
は
令
和
ݩ
年
度
に
は
、
起
債
に

よ
ら
ͣ
基
金
を
繰
り
入
れ
る
と
の

அ
を
し

た
。
校
ࣷ
改
ங
や
ி
ࣷ
ݐ
設
等
の
計
ը
が
進

行
す
る
中
で
の

அ
に
は
、
ࠓ
ޙ
の
行
政
運

営
へ
の
Ө
ڹ
を
注
ࢹ
す
る
ඞ
要
が
あ
る
。

　
ࠓ
ޙ
の
か
つ
て
無
い
ݫ
し
い
経
ࡁ
ঢ়
گ
か

ら
、
区
は
一
般
財
ݯ
を
92
億
円
の
減
収
と
見

込
Μ
で
い
る
。
歳
入
確
保
に
࠷
大
ݶ
に
取
り

組
Ή
と
ڞ
に
起
債
と
基
金
の
ό
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
׆
用
が
ٻ
め
ら
れ
る
。
ま
た
歳
出

制

に
あ
ỳ
て
は
区
民
生
׆
へ
の
ଟ
大
な
Ө
ڹ
を

避
け
る
こ
と
が
第
一
ٛ
で
あ
る
。

　
令
和
ݩ
年
度
ී
௨
会
計
決
算
は
、
લ
年
度

に
ൺ

歳
入
総
額
は
６
・
４
ˋ
増
の
１
４
９

８
億
円
で
、
歳
出
総
額
で
は
４
・
２
ˋ
増
の

１
４
１
５
億
円
と
な
ỳ
た
。
財
政
ࢦ
ඪ
に
よ

れ

、
実
࣭
収
支
ൺ

は
લ
年
度
を
０
・
５

ϙ
イ
ン
ト
Լ
ճ
る
２
・
９
ˋ
で
あ
り
、
経
ৗ

収
支
ൺ

は
લ
年
度
を
２
・
６
ϙ
イ
ン
ト
上

ճ
る
8�
・
３
ˋ
で
あ
ỳ
た
。
財
政
ࢦ
ඪ
か
ら

は
、
֓お

お
ΉͶ

区
の
財
政
ঢ়
گ
は
健
શ
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
第
４
࢛

期
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
経

ࡁ
的
な
Ө
ڹ
は
、
Ϧ
ー
Ϛ
ン
シ
ἀ
ッ
ク
時
を

上
ճ
る
こ
と
が
推
ଌ
さ
れ
、
ࠓ
ޙ
は
予
அ
を

許
さ
な
い
財
政
運
営
を
ڧ
い
ら
れ
る
た
め
、

区
と
し
て
的
確
な

அ
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

　
ࡢ
年
12
月
に
起
き
た
シ
ス
テ
ム
障
害
は
戸

۠
ຽ
ͷ

Β
し
ͱ

ࢱ
ʹ
د
Γ
ఴ
͏
۠

ʹ


ຊ
ڞ
࢈
ౘ
議
һ
ஂ

わ
け
子
育
て
の
分
野
の
事
業
で
લ
進
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
区
立
保
育
園
1�
園
を
当
໘

す

方

や
ủ
保
育
の
࣭
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
Ứ
の
࡞

成
は
、
保
育
の
࣭
を
保
つ
た
め
に
ॏ
要
で
す
。

ま
た
、
ೝ
Մ
保
育
園
を
９
園
増
や
し
、
５
２

８
໊
の
定
һ
増
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
΄
か
、

ύ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
એ

か
ら
一
年
の
અ
目

に
ト
ー
ク
会
が
開
࠵
さ
れ
る
な
ど
、
ଟ
༷
ੑ

の
֗
と
し
て
の
า
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ฏ
和
の

公
園
࠶
整
備
計
ը
で

は
、
見
直
し
を
公
ݴ
し
た
区
長
が
公

を
؏

け
ͣ
、
図
書
館
事
業
に
お
い
て
も
、
ủ
ࠓ
ޙ

の
図
書
館
α
ー
Ϗ
ス
の
あ
り
方
検
౼
会
Ứ
の

ҙ
見
を
౿
ま
え
た
方

と
は
な
ら
ͣ
、
区
民

の
ࣦ

を
ങ
う
こ
と
に
な
ỳ
た
こ
と
は
ݫ
し

͘
ࢦ
ఠ
し
て
お
き
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、
内
ध
の
མ
ち
込
み
に

加
え
て
1�
月
の
ফ
費
税
増
税
に
よ
り
日
本
経

ࡁ
が
ځ
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
も

と
で
中
野
区
の
予
算
ࣥ
行
が

わ
れ
た
と
こ

Ζ
で
あ
り
、
会

と
し
て
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
ೝ
定
に
ࢍ
成
し
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
ݫ
し
͘
な
る
区
民
の

ら
し
に

د
り
ఴ
う
施
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ủ
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
の
実
ଶ
調
査
Ứ
の
実
施

は
、
子
ど
も
の
ශ
ࠔ
対
策
に
関
す
る
区
の
施

策
の
ల
開
に
ܽ
か
ͤ
ま
ͤ
Μ
。
障
害

ࢱ
分

野
で
は
ਫ਼
ਆ
障
害
者
へ
の

ࢱ
手
当
支
給
が

実
施
さ
れ
、
防
ࡂ
分
野
に
お
い
て
は
ࡂ
害
備


物
ࢿ
の
入
れ
ସ
え
や
避
難
所
機

の
ڧ
化

な
ど
、
ࡂ
害
へ
の
備
え
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
ೋ
に
、
区
民
要
ٻ
実
ݱ
の

で
、
と
り

ສ
શ
ͳ
ة
ػ
ର
Ԡ
ͱ
ண
࣮
ͳ
ੜ
׆
ࢧ
ԉ
Λ

立
ݑ
民
ओ
ౘ
・
ແ
所
ଐ
議
һ
ஂ

ッ
ク
ญ
調
査
及
び
ఫ
ڈ
、
区
報
の
Χ
ラ
ー
化

を
ؚ
め
た
Ϧ
χ
ỿ
ー
ア
ル
、
ೝ

症
高
齢
者

等
ݸ
人
ഛ
償


保
険
事
業
、
ଟ
ݴ
ޠ
同
時


༁
機
ಋ
入
な
ど
、
区
民
に
د
り
ఴ
ỳ
た
施

策
に
取
り
組
Μ
ͩ
こ
と
を
ධ
Ձ
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
ࣾ
会
は
大
き
な
Ө
ڹ

を
受
け
、
歳
入
は
大
幅
減
が
見
込
ま
れ
る
が
、

ඞ
要
な
医
療
・
生
׆
・
経
ࡁ
支
援
が
滞
る
事

の
な
い
༷
に
取
り
組
ま
れ
な
け
れ

な
ら
な

い
。
内
部

ྗ
の
ప
ఈ
と
同
時
に
、
ক
དྷ


ࢿ
の
؍

か
ら
̞
Ｃ
̩
׆
用
な
ど
積
ۃ
的
施

策
も
ඞ
要
で
あ
る
。

　
ଟ
༷
ੑ
を
ೝ
め
合
い
お
ޓ
い
༷
に
助
け
合

う
中
野
の
ま
ち
の
実
ݱ
を
目
ࢦ
し
、
新
し
い

時

の
χ
ー
ズ
に
ٻ
め
ら
れ
る
行
政
の
あ
り

方
を

ઌ
し
て
実
ݱ
さ
れ
る
よ
う
期

す
る
。

　
令
和
ݩ
年
度
は
ञ
Ҫ
区
政
が
ฤ
成
し
ࣥ
行

し
た
ॳ
め
て
の
決
算
で
あ
る
。
学
校
や
新
体

育
館
な
ど
、
લ
区
政
か
ら
の
大
規

施
設
整

備
が
ܧ
ଓ
さ
れ
財
政
規

は
３
年
ଓ
け
て
ա

ڈ
࠷
高
額
と
な
ỳ
た
が
、
֤
種
財
政
ࢦ
ඪ
を

み
る
と
健
શ
な
財
政
ঢ়
گ
と
い
え
る
。

　
子
育
て
ઌ
進
区
を
掲
͛
、
ෆ
妊
検
査
・
࣏

療
費
等
助
成
、
保
育
の
࣭
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン
の

策
定
、
児
童
相
談
所
設
置
準
備
、
中
学
生
対


の
̨
̣
̨
で
の
相
談
な
ど
を
ධ
Ձ
す
る
。

ࠓ
ޙ
、
子
ど
も
・
子
育
て
実
ଶ
調
査
や
、
子

育
て
Χ
フ
ỻ
で
の
対

な
ど
を
௨
じ
て

Ѳ

し
た
子
育
て
ੈ

の

に
基
ͮ
͘
、
ະ
དྷ
へ

つ
な
が
る
更
な
る
施
策
ల
開
を
期

す
る
。

　
ま
た
、
ࡂ
害
対
応
と
し
て
෩
ਫ
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
࡞
成
や
備

物
ࢿ
の
拡
充
、
ブ
ロ

ϐ
ϯ
ν
Λ
ν
Ỿ
ϯ
ε
ʹ
ม
͑
Δ
ൃ

Λ


民
ϑ
Ỹ
ー
ε
τ
の
会
中
野
区
議
ஂ

か
ら
ண
手
す
る
と
こ
Ζ
か
ら
࢝
め
た
手
法
は
、

区
民
フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
目
ઢ
、
区
民
感
情
を
見

て
い
な
い
と
ࢥ
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
９
月
2�

日
に
ࣜ
య
が
行
わ
れ
た
新
体
育
館
が
ネ
ー
ミ

ン
ά
ラ
イ
π
を
׆
用
し
て
ủ
キ
Ϧ
ン
レ
Ϟ
ン

ス
ϙ
ー
π
セ
ン
タ
ー
Ứ
と
な
り
、
年
間
５
０

０
万
円
の
税
֎
収
入
を
得
る
こ
と
と
な
ỳ
た
。

　
区
の
基
װ
収
入
が
ಥ
વ
増
え
る
こ
と
は
な

͘
、
区
༗
施
設
の
利
׆
用
、

民
࿈
ܞ
の
施

策
な
ど
、
区
民
に
と
ỳ
て
も
༗
ӹ
と
な
る
新

規
事
業
を
ଧ
ち
出
し
、
༷
ʑ
な
分
野
で
税
֎

収
入
を
増
や
す
工

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
財
政
໘
で
ة
機
的
ঢ়
گ
を
ܴ
え
る
中
、
དྷ

年
度
予
算
を
ฤ
成
す
る
に
あ
た
り
、
ϝ
Ϧ
ϋ

Ϧ
の
利
い
た
新
た
な
発

で
、
新
た
な
財
ݯ

確
保
を
目
ࢦ
す
時
で
あ
る
。

　
令
和
ݩ
年
度
決
算
は
、
健
શ
な
財
政
運
営

と

அ
さ
れ
る
数

で
あ
ỳ
た
が
、
དྷ
年
度

の
コ
ロ
ナ
ෆ
گ
に
よ
る
対
策
が
શ
͘
見
え
ͣ
、

令
和
３
年
度
の
予
算
ฤ
成
に
つ
い
て
ඇ
ৗ
に

ة
ዧ
し
て
い
る
と
こ
Ζ
で
あ
る
。
区
は
ࠓ
年

度
と
ൺ

、
དྷ
年
度
は

92
億
円
の
税
収
減

に
な
る
と
い
う
見
௨
し
を
立
て
て
い
る
が
、

減
収
を
ຒ
め
る
ͩ
け
の
۩
体
的
な
ఏ
ࣔ
を
出

し
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
ͩ
と
基
金（
ஷ
金
）

を

り
่
す
か
起
債
（
आ
金
）
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
財
政
ঢ়
گ
が
ক
དྷ
に
わ
た
り
ѱ
化

す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

　
本
དྷ
は
৬
һ
の
人
݅
費

減
、
新
区

所

ݐ
設
の
延
期
、
そ
れ
か
ら
区
民
α
ー
Ϗ
ス
の

見
直
し
を
行
う

き
と
こ
Ζ
を
、
区
民
׆
ಈ

セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
の
ݐ
ସ
え
計
ը
の
延
期
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●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
５
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
11

億
３
０
１
０
万
１
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
、
１
８
４
７
億

７
１
０
４
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
避
難

所
に
お
け
る
防
疫
体
制
の
整
備

に
係
る
経
費
１
０
２
０
万
７
千

円
、
滞
納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム

の
改
修
に
係
る
経
費
２
８
３
万

８
千
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
補
正
予
算
に
対
応

す
る
繰
出
金
２
８
３
万
８
千
円
、

区
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
に
係
る
経
費
３
８
０
０
万

円
、
区
立
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
経
費
及
び

私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
等
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
経
費
に
対
す
る
補
助

等
に
係
る
経
費
７
８
１
７
万
６

千
円
、
も
み
じ
や
ま
保
育
園
民

営
化
に
係
る
新
園
の
開
設
時
期

を
変
更
し
た
こ
と
に
伴
う
運
営

委
託
料
等
に
係
る
経
費
２
０
５

７
万
９
千
円
、
区
立
小
・
中
学

校
の
授
業
時
間
数
確
保
の
た
め
、

土
曜
日
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

等
に
伴
う
学
校
用
務
業
務
委
託

料
を
増
額
す
る
た
め
の
経
費
４

１
４
万
５
千
円
、
区
立
小
・
中

学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
１

人
１
台
の
学
習
用
端
末
の
配
備

及
び
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
に
係
る
経
費
４
億
５
３
１

９
万
８
千
円
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
伴

う
業
務
増
に
係
る
経
費
99
万
６

千
円
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

支
援
体
制
の
充
実
に
係
る
経
費

５
８
０
２
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

経
費
３
億
８
９
８
４
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
保
健
所
電
信
料
を
増

額
す
る
た
め
の
経
費
４
５
５
万

円
、
粗
大
ご
み
収
集
緊
急
対
策

事
業
に
係
る
経
費
１
５
１
７
万

８
千
円
、
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
拡
幅
整
備
工
事

に
係
る
負
担
金
２
６
９
２
万
２

千
円
、
河
川
擁
壁
補
修
工
事
に

係
る
経
費
２
４
６
１
万
４
千
円

を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫

支
出
金
２
億
４
９
９
８
万
７
千

円
、
都
支
出
金
１
億
９
０
５
６

万
８
千
円
、
繰
入
金
５
億
４
７

３
１
万
６
千
円
、
諸
収
入
１
億

４
２
２
３
万
円
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
丸
山
橋
橋
梁
拡
幅
整

備
に
つ
い
て
期
間
が
３
年
度
に

わ
た
る
た
め
、
令
和
３
年
度
及

び
令
和
４
年
度
分
経
費
５
８
８

４
万
８
千
円
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
国
民
健

　
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
３
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２

８
３
万
８
千
円
を
追
加
計
上
し
、

予
算
額
は
３
２
８
億
３
１
７
４

万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

出
予
算
の
内
容
は
、
滞
納
整
理

支
援
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係
る

経
費
２
８
３
万
８
千
円
を
追
加

計
上
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
の
内
容
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
２
８
３
万
８
千
円
を

追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

●
中
野
第
一
小
学
校
新
校
舎
用

　
什
器
類
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　
財
産
の
取
得
に
当
た
り
、
議

決
を
し
た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
及
び
中
野
区
後
期
高
齢
者
医

　
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
つ
い
て
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

●
中
野
区
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
再
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

廃
棄
物
処
理
手
数
料
等
に
係
る

延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に
つ
い

て
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
令
和
３
年
１
月

１
日
で
す
。

●
中
野
区
介
護
保
険
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
つ
い
て
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

●
中
野
区
立
体
育
館
条
例
を
廃

　
止
す
る
条
例

　
中
野
体
育
館
の
廃
止
に
当
た

り
、
体
育
館
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、
公

布
の
日
で
す
。

●
中
野
区
子
ど
も
の
権
利
擁
護

　
推
進
審
議
会
条
例

　
子
ど
も
の
権
利
の
擁
護
に
係

る
施
策
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

区
長
の
附
属
機
関
と
し
て
子
ど

も
の
権
利
擁
護
推
進
審
議
会
を

設
置
し
、
そ
の
所
掌
事
項
、
組

織
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。
施
行
時
期
は
、
公
布
の
日

で
す
。

●
中
野
区
保
育
所
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
あ
さ
ひ
保
育
園
及
び
宮
の
台

保
育
園
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

大
和
東
保
育
園
の
位
置
を
改
め

る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

あ
さ
ひ
保
育
園
の
廃
止
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
12

月
１
日
、
宮
の
台
保
育
園
の
廃

止
及
び
大
和
東
保
育
園
の
位
置

の
変
更
に
係
る
規
定
に
つ
い
て

は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
日
で
す
。

●
中
野
区
子
ど
も
・
若
者
支
援

　
セ
ン
タ
ー
条
例

　
子
ど
も
・
若
者
及
び
そ
の
家

庭
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に

実
施
し
、
子
ど
も
・
若
者
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
そ
の
実
施
す
る
事

業
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で

す
。
施
行
時
期
は
、
令
和
３
年

11
月
29
日
で
す
。

●
中
野
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
向
台
学
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
中
野
第
一
学
童

ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
で
す
。

●
中
野
区
立
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

　
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
中
野
第
一

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。
施
行

時
期
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

で
す
。

●
中
野
区
立
学
校
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
南
台
小
学
校
及
び
中
野
第
一

小
学
校
並
び
に
中
野
東
中
学
校

の
位
置
を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
行
時
期
は
、
南
台
小
学
校
及

び
中
野
第
一
小
学
校
の
位
置
の

変
更
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
４
月
１
日
、
中
野
東

中
学
校
の
位
置
の
変
更
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
同
年
９
月
１

日
で
す
。

●
中
野
区
立
図
書
館
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
中
央
図
書
館
の
分
室
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
本
町
図
書
館

及
び
東
中
野
図
書
館
を
廃
止
し
、

中
野
東
図
書
館
を
新
設
す
る
も

の
で
す
。
施
行
時
期
は
、
中
央

図
書
館
の
分
室
の
設
置
に
係
る

規
定
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
４

月
１
日
、
本
町
図
書
館
及
び
東

中
野
図
書
館
の
廃
止
並
び
に
中

野
東
図
書
館
の
設
置
に
係
る
規

定
に
つ
い
て
は
同
年
11
月
１
日

で
す
。

●
中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
改

め
る
も
の
で
す
。
施
行
時
期
は
、

令
和
３
年
11
月
29
日
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
６
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
１

億
６
８
９
５
万
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
１
８
４
９
億
３

９
９
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
高
齢

者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
自
己
負
担
金
の
無
料
化
に

伴
う
経
費
１
億
６
８
９
５
万
２

千
円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で

す
。
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
都

支
出
金
１
億
１
１
２
２
万
２
千

円
、
繰
入
金
４
０
２
１
万
５
千

円
、
諸
収
入
１
７
５
１
万
５
千

円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
７
次
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
23

億
１
３
１
９
万
円
を
追
加
計
上

し
、
予
算
額
は
１
８
７
２
億
５

３
１
８
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
新
生

児
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に

要
す
る
給
付
費
及
び
事
務
費
１

億
５
２
５
０
万
９
千
円
、
特
例

給
付
金
の
給
付
に
要
す
る
給
付

費
及
び
事
務
費
５
２
１
万
５
千

円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
施
設

利
用
中
止
に
伴
う
補
償
に
係
る

経
費
６
９
１
３
万
６
千
円
、
戸

籍
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
係
る
経
費
５
５
０
万
円
、
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係

る
経
費
４
９
５
万
円
、
中
野
区

緊
急
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
務
費
及
び
発
行
事
業

に
係
る
経
費
２
億
７
０
７
１
万

７
千
円
を
追
加
計
上
、
区
立
小・

中
学
校
臨
時
休
業
に
伴
う
在
宅

学
習
等
支
援
の
一
部
見
直
し
に

よ
り
２
億
５
７
６
１
万
５
千
円

を
減
額
、
区
立
・
小
中
学
校
臨

時
休
業
に
伴
う
在
宅
学
習
等
支

援
の
実
施
期
間
延
長
に
よ
り
４

５
７
１
万
円
、
区
立
小
・
中
学

校
臨
時
休
業
に
伴
い
発
注
中
止

し
た
給
食
食
材
費
に
係
る
給
食

食
材
納
入
事
業
者
に
対
す
る
補

助
に
係
る
経
費
３
３
０
０
万
円
、

修
学
旅
行
の
中
止
に
伴
い
保
護

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
キ

ャ
ン
セ
ル
料
に
対
す
る
補
助
に

係
る
経
費
１
１
６
５
万
３
千
円
、

児
童
育
成
手
当
の
う
ち
、
障
害

手
当
受
給
者
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
に
係
る
経
費
７
５
８

万
８
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

の
施
設
利
用
中
止
に
伴
う
補
償

に
係
る
経
費
２
６
９
０
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
自
立
相
談
支
援
事

業
等
業
務
委
託
料
の
増
額
に
係

る
経
費
１
７
３
万
５
千
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
成
人
歯
科
健
診
受
診

勧
奨
費
用
の
増
額
に
係
る
経
費

２
４
６
２
万
円
、
医
療
機
関
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
経
費
１
７
２
１
万

７
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
準
備
金
交
付
事
業
に
係
る
経

費
１
５
０
０
万
円
を
追
加
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
金
18
億
７

９
３
５
万
５
千
円
を
追
加
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫

支
出
金
１
１
７
５
万
１
千
円
、

繰
入
金
４
億
７
０
８
０
万
３
千

円
、
繰
越
金
18
億
７
９
３
５
万

５
千
円
、
諸
収
入
２
４
７
５
万

円
を
追
加
計
上
し
、
都
支
出
金

７
３
４
６
万
９
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

　
繰
越
明
許
費
は
、
年
度
内
に

そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
で
あ
る
新
生
児
特
別
定
額
給

付
金
の
給
付
に
係
る
経
費
４
８

４
４
万
９
千
円
、
中
野
区
緊
急

応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
に
係
る
経
費
４
７
７
４
万
９

千
円
に
つ
い
て
、
翌
年
度
に
繰

越
し
を
行
う
た
め
、
計
上
す
る

も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●
意
見
書
（
4
件
）

（
内
容
は
次
頁
に
掲
載
）

第3回
定例会

可
決
し
た

議
　
　案

区
長
提
出
議
案
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中野区議会は、虚礼等の廃止を決議しています
《虚礼等廃止の主な事項》

贈らない

求めない

受け取らな
い




